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江東区役所２階「こうとう情報ステーション」 展示期間：令和４年１月下旬～２月下旬

江東区の伝統工芸

人形頭製作
（にんぎょうかしらせいさく）

人形頭師は、おもに雛飾りや鍾馗様の頭部分を製作します。
にんぎょうかしらし ひなかざ しょうき

頭の木型で、桐の粉の頭を抜き、頭に目を入れます。上から、胡粉
き が た ご ふ ん

とニカワを練ったものを塗り、練った胡粉を用いて顔を立体的
ね ぬ

にします。目・鼻・口を小刀で削り出し、練った胡粉で耳の部
けず

分を盛り上げ、形を整えます。顔の表面を水拭きし、目・鼻・
み ず ぶ

口を小刀で細部まで成形します。ここに頭師の個性が発揮され

ます。それに、上塗胡粉をゼラチンで溶いたものを３～５回塗
うわぬり と

り、小刀で最終的な修正を行います。最後に面相を描き上げま
めんそう

す。

現在、江東区無形文化財保持者の小島孝司氏が伝統の技を伝

えています。
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展示品 鍾馗（しょうき）
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製作者紹介

小島孝司氏は、人形頭師の及川映峰氏に師事し、独立後は頭
おいかわえいほう

師として人形結髪師の父・一男氏とともに仕事を続けました。
けっぱつし

日本人形は複数の職人が分業して一体を仕上げますが、現在

孝司氏は一体を一人で仕上げています。孝司氏は、型づくりか

ら結髪にいたるまでの技術を有する数少ない職人の一人です。

鍾馗とは？

鍾馗は、中国で疫 病をはらう神として信仰され、その画像は
しょうき えきびょう

魔除けとしての効き目があるとされています。
ま よ き め

言い伝えでは、唐の玄宗皇帝が病にかかった時、夢の中にあ
とう げんそうこうてい

らわれた大鬼が皇帝をからかう小鬼をつかまえて食い殺したの

で、何者かと尋ねたところ、その大鬼は鍾馗といい、科挙（役
たず か き ょ

人登用試験）に落ちて自殺したが丁 重に葬られた恩を返すた
ていちょう ほうむ

めに天下の災いを除く誓いを立てたと答え、夢からさめた皇帝
わざわ ちか

は病がすっかり治っていることに喜んで、鍾馗の絵を描かせて
なお

悪 霊や邪鬼をはらう守り神としたといいます。
あくりょう じ ゃ き

よく見られる図柄は剣を振りかざした武人の姿で、コウモリ

が一緒に描かれることもあります。暗闇でも自由に飛べるコウ
くらやみ

モリは、鍾馗の道案内をして、暗所にいる妖怪を見つけ出す能
ようかい

力があるとされています。

日本では、室町時代以降に信仰されるようになり、端午の節供
た ん ご せ っ く

に飾る幟に描かれたり、武者人形として作られました。また、
かざ のぼり

疱瘡除けや麻疹除けの呪いとして、鍾馗を描いた絵が多く刷ら
ほうそうよ ま し ん よ まじな す

れました。疱瘡絵は、疱瘡神が嫌う赤色で刷った鍾馗の絵を部
きら

屋に飾り、治ると燃やしたり、川に流したりしました。
も
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